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諸

活

動

が

中

止

又

は

短

縮

／

～
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
安
全
登
山
の
知
識
を
～

県
高
体
連
登
山
専
門
部

委
員
長
　
小

島

洋

令
和
２
年
度
、
３
年
度
の
２
年

間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

状
況
に
翻
弄
さ
れ
る
２
年
間
で
あ

っ
ムた
。
登
山
大
会
に
つ
い
て
令
和
２
年

度
は
、
前
年
度
の
３
月
か
ら
約
３

か
月
弱

の
臨
時
休
校
措
置
が
あ

り
、
そ
の
中
で
８
月
に
実
施
予
定

だ

っ
た
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会

（イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
中
止

が
決
定
し
、
そ
れ
に
伴
い
５
月
に

実
施
予
定
だ

っ
た
愛
知
県
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会

（県
総
体
）
、

お
よ
び
６
月
実
施
予
定
だ

つ
た
東

海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（東

海
総
体
）
も
中
止
が
決
ま

っ
た
。

秋
に
は
少
し
感
染
状
況
が
落
ち

着

い
て
き
た
た
め
、
Ｈ
月
に
愛
知

県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

（新

人
大
会
）
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
れ
で
も
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
宿
泊
を
伴
う
形
を
避
け
、

本
宮
山
に
会
場
を
変
更
し
、
審
査

項
目
も
限
定
し
た
上
で
１
日
で
開

催
し
た
。

令
和
３
年
度
は
、
５
月
の
県
総

体
は
当
初
愛
知
県
民
の
森
で
開
催

予
定
で
あ

っ
た
が
、
直
前
に
緊
急

事
態
宣
言
発
令

の
た
め
に
県
民

の

森
が
使
用
で
き
な
く
な

っ
た
た
め

急
違
本
宮
山
に
会
場
を
変
更
し
、

審
査
項
目
も
限
定
し
た
上
で
１
日

で
開
催

し
た
。

６
月

の
東

海
総

体
、
８
月

の
イ

ン
タ
ー

ハ
イ
は
炊

事
審
査
を
せ
ず
、
設
営
審
査
は
す

る
が
幕
営
は
し
な

い
形
で
開
催
さ

れ
た
。
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に

つ
い
て

は
例
年
よ
り
１
日
短
縮
し
て
の
開

催
だ

っ
た
。

８
月
に
実
施
予
定
だ

っ
た
愛
知

県
高
等
学
校
夏
期
登
山
大
会
は
、

感
染
拡
大
防
止
策
を
講
じ
た
上
で

有
意
義
な
大
会
を
開
催
す
る
方
法

を
見

い
だ
せ
ず
、
や
む
な
く
中
止

し
た

（昨
年
度
は
イ
ン
タ
ー

ハ
イ

や
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の
日
程
と

の
関

係

で
実
施

せ
ず
）
。

Ｈ
月

の
新
人

大
会
は
感
染
拡
大
防
止
を
図
り

つ

つ
、
な
る
べ
く
審
査
項
目
を
減
ら

さ
な

い
方
法
を
検
討
し
、
本
宮
山

と
西
尾
高
校
で
１
日
ご
と
別
日
に

開
催
し
た
。

ま
た
、
各
学
校
に
お
け
る
部
活

動
で
の
登
山
も
か
な
り
制
限
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
満
足
に
登
山
を

す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
が
続

女

子

・
倉

菜

々
子

選

手

優

勝

～
持
ち
昧
生
か

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
　
ジ
ヤ
パ
ン
カ

ッ
プ
最
終
日
の
２
月
６
日
、
二
重

県
四
日
市
市
の
四
日
市
ド
ー
ム
で

行
わ
れ
、
６
人
に
よ
る
決
勝
で
男

子
は
東
京
五
輪
代
表
の
樽
崎
智
亜

（Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
　

ａ
↓

、
女
子
は
倉

菜
々
子

（愛
知
岳
連
）
が
優
勝
し

し
悲
願
達
成
～

た
。
と
も
に
全
４
課
題

（
コ
ー
ス
）

を
完
登
し
て
の
大
会
初
制
覇
と
な

っ
た
。
女
子
で
同
五
輪
銀

メ
ダ
リ
ス
ト

の
野
中
生
萌
は
３
完
登
で
２
位
。

前
回
大
会
優
勝

の
森
秋
彩

（茨
城

県
連
盟
）
は
４
位
だ

っ
た
。

男
子
は
土
肥
圭
太

（鹿
児
島
県

連
盟
）
が
２
位
で
、
２
連
覇
を
狙

っ
た
藤
井
快

（
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
　
ａ
ｕ
）

は
３
位
だ

っ
た
。

最
後
の
突
起
を

つ
か
ん
だ
右
手

に
ぐ

っ
と
力
を
入
れ
、
親
指
を
突

き
立
て
る
よ
う
な
形
で
左
手
を
添

え
る
。
４
完
登
を
達
成
し
、
悲
願

の
初
優
勝
を
決
め
た
倉
は

「
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
を
得
意
と
し
て
い
る
の

で
、
１
年
の
中
で
は
い
ち
ば
ん
思

い
の
強
い
大
会
。
す
ご
く
う
れ
し

い
」
と
余
韻
に
浸

っ
た
。

決
勝
の
前
に
課
題
を
見
て
、
持

ち
味
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
を
生
か

せ
る
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
た
。
特
に

自
賛
し
た
の
は
、
第
１
課
題
の
最

後
の
場
面
。
右
手
で
体
を
支
え
な

が
ら
、
跳
び
上
が
る
よ
う
な
動
き

で
、
右
上
の
離
れ
た
突
起
に
左
手

を
伸
ば
す
。
他
の
選
手
が
苦
戦
す

る
ポ
イ
ン
ト
で
力
を
発
揮
。
「
距

離
を
出
す
動
き
は
苦
手
で
は
な
い

の
で
。
完
登
す
る
こ
と
が
で
き

て
、
そ
こ
か
ら
い
い
流
れ
が
で
き

た
」
と
勢
い
に
乗

っ
て
残
り
の
課

題
攻
略
に
つ
な
げ
た
。

過
去
２
年
の
大
会
で
は
決
勝
に

も
進
め
な
か

っ
た
が
、
成
長
を
示

し
た
。
最
近
で
は
、
自
ら
の
動
き

を
客
観
視
す
る
意
識
を
持

つ
よ
う

に
な
り

「感
覚
で
登
る
の
で
は
な

く
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
課
題
と
向

き
合

っ
て
い
け
る
こ
と
が
多
く
な

っ
た
」
と
手
応
え
を
口
に
す
る
。

当
面
の
目
標
は
こ
れ
ま
で
果
た

い
て
い
る
。
こ
の
原
稿
を
書

い
て

い
る
２
月
１３
月
現
在
、
部
活
動
そ

の
も
の
を
体
止
す
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

今
後
も
感
染
状
況
に
よ
っ
て
活

動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
ら

く
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
中
で
も
、
部
活
動
を
通
し
て

安
全
登
山
に
必
要
な
知
識
を
身
に

付
け
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

・
ジ
ヤ
バ
ン
カ
ツ
プ

■丼不動な

の

倉

莱

々
子

選

手
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せ
て
い
な
い
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

決
勝
進
出
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
と
リ

ー
ド
の
複
合
が
実
施
さ
れ
る
２
０

２
４
年
の
パ
リ
五
輪
も
見
据
え
、

「
リ
ー
ド
が
少
し
昔
手
な
の
で
克

愛

知

岳

連

専
門
部
会
の
変
更

１
　
北
谷
小
屋
管
理
委
員
会
を
廃

止
し
、
自
然
保
護
委
員
会
が
北

谷
小
屋
の
管
理
業
務
を
担
う
。

２
　
愛
知
岳
連
の
か
つ
て
の
日
本

山
岳
協
会

へ
の
対
応
に
従

い
、

海
外
登
山
委
員
会
を
遭
難
対
策

委
員
会
に
吸
収
す
る
。

３
　
法
人
化
準
備
委
員
会
を
発
展

さ
せ
、
将
来
構
想
委
員
会
に
変

更
す
る
。

①
愛
知
岳
連
が
直
面
し
て
い
る

課
題
に
法
人
化
し
た
後
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
を
検
討
す

る
。
常
任
理
事
会
に
お
い
て
メ

ン
バ
ー
を
選
定
す
る
。

②
法
人
化
の
た
め
の
行
政
手
続

き
な
ど
の
関
連
事
務
作
業
を
実

行
す
る
Ｗ
Ｇ
を
置
く
。
常
任
理

事
会
に
お
い
て
メ
ン
バ
ー
を
選

定
す
る
。

４
　
ア
ジ
ア
競
技
大
会

（２
０
２

６
年
）
の
運
営
準
備
の
た
め
、

ア
ジ
ア
競
技
大
会
準
備
委
員
会

を
新
設
す
る
。
愛
知
岳
連
と
し

て
は
、
大
会
運
営
に
係
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
、
活
動
支
援

な
ど
想
定
。

５
　
予
算
委
員
会
を
新
設
す
る
。

法
人
化
後
を
見
据
え
、
予
算
の

作
成
か
ら
執
行
管
理
ま
で
、
組

織
的
に
運
営
す
る
こ
と
を
目
指

す
。
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服
で
き
た
ら
」
と
意
欲
を
語
る
。

愛
知
県
刈
谷
市
出
身
の
２‐
歳
。
地

元
の
歓
声
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
さ

ら
な
る
飛
躍
を
誓

っ
た
。

（中
日
新
聞
よ
り
）

笠
ヶ
岳

「あ
け
ぼ
の
壁
」

の
思
い
出

邦

仁

１
９
９
９
年
、
冬
山
で
何
か
記

憶
に
残
る
よ
う
な
登
山
が
し
た
い
。

私
は
会
の
後
輩
Ｎ
君
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
以
前
か
ら
気
に

な

っ
て
い
た
笠
ヶ
岳
穴
毛
谷
の
岩

壁
を
目
標
に
計
画
を
た
て
ま
し
た
。

穴
毛
谷
は
雪
崩

の
危
険
が
高

く
、
二
の
沢
は
特
に
急
崚
な
地
形

と
な

っ
て
い
て
容
易
に
近
づ
く
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
新

穂
高
温
泉
か
ら
入
山
し
左
の
尾
根

か
ら
大
き
く
迂
回
し
て
岩
壁
を
目

指
し
、
危
険
を
減
ら
す
作
戦
に
し

ま
し
た
。

降

っ
た
ば
か
り
の
深
い
雪
に
苦

労
し
な
が
ら
３
人
で
笠
ヶ
岳
の
稜

線
を
目
指
し
ま
す
。
入
山
４
日
目

に
稜
線
よ
り
第
２
尾
根
を
下
り
、

懸
垂
下
降
２
回
で
岸
壁
の
取
り
付

に
達
し
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
見
上

げ
る

「
あ
け
ぼ
の
壁
」
は
黒
々
と

し
て
そ
り
立

っ
て
い
て
、
上
部
は

厚

い
雲

の
中

で
見
え
ま
せ
ん
。

「
こ
ん
な
の
登
れ
る
の
か
」
と
内

心
思
い
ま
し
た
が
、
若

い
二
人
の

熱
意
に
後
押
し
さ
れ
、
１
ビ

ッ
チ

目
に
取
り
付
き
ま
す
。
ル
ー
ト
は

予
想
通
り
難
し
く
、
時
折
大
き
な

□

ス
ノ
ー
シ
ャ
ヮ
ー
が
落
ち
る
中
、

こ
の
ビ

ッ
チ
で
は
２
回
も
墜
落
し

ま
し
た
が
、
４
時
間
掛
か

っ
て
何

と
か
登
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。翌
日
は
天
気
も
良
く
、
さ
ら
に

３
ピ

ッ
チ
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
夜
は
、
１
坪
ほ
ど
の
テ
ラ

ス
に
３
人
で
並
ん
で
座

っ
て
ツ
エ

ル
ト
を
被
り
ま
す
。
足
は
プ
ラ
ブ

ラ
、
こ
ん
な
場
所
で
も
食
事
を
摂

れ
ば
と
て
も
休
ま
り
、
３
人
と
も

明
る
い
表
情
で
す
。
し
か
し
火
を

消
す
と
途
端
に
寒
く
な
り
、
ほ
と

ん
ど
寝
付
け
ず
朝
を
待
ち
ま
す
。

ゴ
ソ
ゴ
ソ
し
て
い
た
ら
ツ
エ
ル

ト
か
ら
何
か
を
落
と
し
て
し
ま
い

「
カ
ー
ン
、
カ
ー
ン
」
と
金
属
音

が
闇
の
中
に
消
え
て
ゆ
き
ま
す
。

目
が
覚
め
ツ
エ
ル
ト
を
め
く
る
と
、

新
穂
高
の
明
か
り
と
星
空
が
と
て

も
綺
麗
で
、
自
分
た
ち
の
い
る
場

所
に
深
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

取
り
付
い
て
４
日
日
、
私
た
ち

は
岩
壁
を
登
り
切
り
稜
線
に
抜
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
時
高
校
生
だ

っ
た
Ｈ
君
が
参

加
し
た
こ
と
、
出
発
前
に
Ａ
君
が

怪
我
を
し
て
参
加
を
危
ぶ
ま
れ
た

こ
と
。
様
々
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を

経
て
成
功
し
た
こ
の
体
験
は
、
今

も
深
く
心
の
に
残

？
て
い
ま
す
。

（名
古
屋
山
岳
会
）

中鐘
り‖
事

高
橋
副
会
長
死
去

高
橋
優
さ
ん
が
病
気
療
養
中
の

こ
ろ
、
４
月
１２
日
死
去
さ
れ
ま

し
た
。
高
橋
さ
ん
は
名
古
屋
山
岳
会
に

在
籍
し
、
冬
の
剣
岳
や
ダ
ウ
ラ
ギ

リ
、

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
な
ど
海
外
遠

征
に
も
参
加
し
、
ま
た
当
岳
連
に

お
い
て
は
遭
難
対
策
委
員
長
や
副

会
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

じ鐵需哺
'し
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］̈い」い一「一　　け”猛́
『Ｆ場

て
い
た
。
夕
方
か
ら
ち
ら
は
ら
と

一
し
の
風
が
と
て
も
強
く
な

っ
て
い
　
一
一九
日
か
ら
営
業
し
て
い
る
高
遠
の

一　
　
　
　
　
　
　
　
番
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も
先
に
行

っ
た
ほ
う
が
明
日
が
楽

だ
ろ
う
と
適
地
を
探
し
な
が
ら
先

に
進
む
。

‐５
時
、
２
２
０
０

ｍ
地
蔵
岳
手

前
に
幕
営
地
を
決
め
テ
ン
ト
を
張

る
が
、
サ
ラ
サ
ラ
の
雪
で
平
に
し

て
も
体
重
が
か
か
る
と
沈
み
込
ん

で
し
ま
い
、
凸
凹
の
テ
ン
ト
内
と

な

っ
て
し
ま

っ
た
。

お
待
ち
か
ね
の
夕
食
は
ミ
ル
フ

ィ
ー
ユ
鍋
＆
メ
の
お
餅
で
は
か
ほ

か
に
な
り
就
寝
。

▲
９
日
　
７
時
山
頂
に
向
け
出

発
。
樹
林
帯
は
し

っ
か
り
踏
み
跡

が
あ
る
が
、　
一
歩
ず
れ
る
と
腰
ま

で
埋
も
れ
て
し
ま
う
積
雪
量
だ
。

２
時
間
半
ほ
ど
進
み
稜
線
に
出
る

と
強
風
が
吹
き
付
け
る
が
、
予
報

で
聞
い
て
い
た
の
で
完
全
防
備
で

ゆ
っ
く
り
進
む
。
風
で
踏
み
跡
は

消
え
て
し
ま
う
の
で
、
周
り
の
景

色
目
印
を
し

っ
か
り
覚
え
て
お
く

よ
う
に
と
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
。

１
時
間
強
風

の
稜
線
を
歩
く

と
、
岩
陰
で
風
を
避
け
ら
れ
る
場

所
が
あ
り
、
軽
く
休
憩
を
取
り
山

頂

ヘ
ア
タ
ッ
ク
開
始
。

最
後
の
急
登
を
登
り
き
る
と
、

そ
こ
に
は
日
本
ヽ
１
　
２
　
３
の

富
士
山
　
北
岳

・
間
ノ
岳
の
絶
景

が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
山
頂
か
ら

甲
斐
駒
が
岳
　
塩
見
岳
な
ど
南
ア

ル
プ
ス
の
名
峰
を
眺
め
、
次
に
行

き
た
い
山
々
と
稜
線
を
結
び
夢
が

膨
ら
む
。
お
互
い
記
念
撮
影
を
し

名
残
惜
し
い
が
ゆ
っ
く
リ
テ
ン
ト

地
ま
で
下
る
。

到
着
後
、
先
ず
は
水
作
り
か
ら

始
め
る
。
残
念
な
こ
と
に
今
回
濾

過
す
る
も
の
を
忘
れ
て
し
ま
い
、

浮
遊
物
が
浮
い
て
い
る
の
が
見
え

て
し
ま
う
が
、
煮
沸
し
て
い
る
か

ら
大
文
夫
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

て
飲
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
今
夜

は
牛
肉
た

っ
ぷ
り
の
す
き
焼
き
を

頂
く
。
冬
の
良

い
と
こ
ろ
は
食
材

が
腐
ら
な
い
点
だ
。
今
日
の
牛
肉

も
マ
ッ
ト
の
下
で
い
い
感
じ
に
チ

ル
ド
保
存
さ
れ
て
い
た
。

▲
１０
日
　
朝
食
に
す
き
焼
き
の
汁

で
う
ど
ん
を
食
ベ
テ
ン
ト
を
撤
収

し
７
時
１５
分
下
山
開
始
。
途
中
、

自
く
輝
く
仙
丈
ヶ
岳
は
本
当
に
女

王
の
よ
う
だ

っ
た
。
Ｈ
時
５０
分
駐

車
場
に
無
事
到
着
。

今
回
の
ル
ー
ト
は
１
泊
で
計
画

す
る
人
も
多

い
が
、
私
た
ち
は
２

泊
で
ゆ
っ
く
り
山
と
向
き
合
う
こ

と
が
で
き

（体
力
的
に
は
辛
か

っ

た
）
良
か

っ
た
と
思
う
。
ま
た
３

日
間
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ト
レ
ー
ス

も
し

っ
か
り
あ

っ
た
快
適
な
登
山

だ

っ
た
。

令和 4年度 春 山入 山状況 R4428現 在

▲槍 穂高方面

(No)  (所属団体名)
1  豊 橋 山 岳 会
2 名 古 屋 山 岳 会
3 豊 橋 山 岳 会
4 や ま び こ 山想 会
5 チ ー ム 猫 屋 敷

(登  山 ル ー ト)
槍平～中崎尾根～槍ケ岳～飛騨沢

上高地～六百 山～霞沢岳～沢渡

岳 沢 ～ 奥 穂 ～ 北 穂 滝 谷 ～ 涸 沢

上高地～涸沢～北穂～徳沢～上高地

岳 沢 → コブ 尾 根 、 奥 穂 南 稜 、

前穂 、 西 穂 、 明 神 縦 走 → 岳 沢

(リ ーダー)  (人 数)

岩 本  英 紀  2名
吉 本十   賢  2名
木 オす   崇  2名
岩 月    玲  4名

(登 山 期 間 )

4/29～  5/ 1

5/ 1 ^-  5/ 4

5/ 2-  5/ 5

5/ 3 --  5/ 5

4/29-  5/ 5 鹿 島  崇 人

▲飢 立山方面
l  トヨタ自動車山岳部
2 名 古 屋 山 岳 会

4/30～

5/ 1 ～

5/ 2 -

5/ 3 -

4/29^―

5/ 3

5/ 4

5/ 6

5/ 5

5/ 2

田 邊

天 野

中 ll

自 井

山 形

康 浩

英 雄

広 志

良 岳

岳

雷鳥沢～奥大日岳～立山二山～室堂

剣沢 ～二股 ～ 三の窓尾根 ～本峰

早 月 尾 根 ～ 鍛 岳 ～ 早 月 尾 根

毛 勝 山 ～ 猫 又 山 ～ 南 又 谷

名

名

名

名

名

3  豊 橋 山
4  豊 川 山

5              ″

〈
ム
　
〓^

岳

岳

▲後立山方面

1 や ま び こ 山 想 会  4/29～
ソー 山 岳 部  5/3～
屋 山 岳 会  5/6～

2 デ ン
3 名 古

5/ 1

5/ 5

5/ 8

千 治

昌 弥

欽 吾

大遠 見～白岳 ～五竜岳～ 自岳 ～  宮 森
東尾根～鹿島槍 山頂～赤岩尾根  舘 谷
自 馬 主 稜 ～ 大 雪 渓 坂 本

名

名

名

▲その他方面

1  豊 〈
ム
　
〈
ム
　
〈
ム

々
一
　
旦
阜

田 山 岳
古 屋 山 岳

川 山 岳

4/30--  5/ 5

5/ 2 ^-  5/ 3

4/29-  5/ 2

笹 ヶ峰 ～ 高 野 池 ～ 火 打 ～ 妙 高  磯 部

富士宮口～頂上～サミットフォール～富士宮口  田 中

草津 自根 山、皇 海 山、奈須 連 II 上 回

誠

悠 太

歳 彦

10名

2名

1名
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▼
４
月
５
日
（火
）

ｗ
ｅ
ｂ
会
議

〔出
席
者
〕
伊
藤
会
長
、
星
副
会

長
、
北
村
理
事
長
、
岩
瀬
副
理

事
長
、
本
田
（光
）
、
高
木
、
中

川
、
栗
木
、
小
島
、
倉
、
谷
澤
、

椙
山
、
本
田
（陽
）
、
多
日
、
宮

森
、
今
泉
、
各
常
任
理
事
、
西

山
監
事

会
長

の
あ

い
さ

つ
　
新
た
な
始

ま
り

の
時
を
迎
え

て
い
る
。
個

人
会
員

の
拡
大
、
特
に
若
者

の

取
り
込
み
に
注
力
し
て
い
き
た

い
。

Ｉ
　
報
告
事
項

１
　
愛
知
山
岳

マ
ラ
ソ
ン

（３
／

５
猿
投
山
）
中
止

２
　
三
重
県
遭
難
防
止
講
演
会
オ

ン
ラ
イ
ン

（３
／
５
）

３
　
第
２
回
勉
強
会

「
雪
山
救
助

Ｗ

ｅ
ｂ
」

（
３
／
８
）
本
田
、

登
出
中
の
発
病
に

気
を
つ
け
よ
う
創

楽
し
い
雪
山
で
の
登
山
が
、
思

わ
ぬ
病
に
罹
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
ん
な
時
の
た
め
に
役
立

つ
知

識
を
掲
載
し
ま
し
た
。

▼
雪
焼
け
、
日
焼
け

雪
山
の
紫
外
線
は
、
平
野
部
に

く
ら
べ
て
数
倍
強
い
の
で
、
日
ば

か
り
で
な
く
、
人
の
肌
に
も
影
響

を
与
え
る
。
と
く
に
春
の
雪
山
の

光
線
は
強
く
、
そ
れ
に
よ
る
日
焼

け
は
、
や
け
ど
そ

の
も

の
で
あ

Ｚω
。雪
焼
け
の
症
状
は
、
や
け
ど
と

同
じ
で
、
皮
膚
が
赤
く
な
る
。
痛

高
木
、
多
田

４
　
２
０
２
２
年
度
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
公

認

コ
ー
チ
ー
　
コ
ー
チ
２
養
成

講
習
会
実
施

の
調
査

（本
田
、

高
水
、
佐
橋
、
倉
）

５
　
理
事
会

（３
／
１５
）
相
山
、

今
泉
、
北
村

６
　
東
海
Ｓ
Ｃ

コ
ン
ペ

（兼
国
体

県
予
選
４
／
２
～
３
）
６３
人
が

参
加
、
倉
、
佐
橋

７
　
そ
の
他
　
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
遭
難

対
策
委
員
会
総
会

Ｉ
　
審
議

・
お
知
ら
せ
事
項

１
　
愛
知
県
選
手
候
補
者

の
選
考

（
４
／
２
～
３
東
海

Ｓ
Ｃ

コ
ン

ペ
兼
国
体
県
予
選
）
倉
、
佐
橋

２
　
包
括
保
険

に
つ
い
て

３
　
春
山
道
難
対
策
会
議

（４
′′

‐９
Ｗ

ｅ
ｂ
）
中
川
、
有
冨

４
　
定
時
総
会

（４
／
１６
）
椙
山
、

今
泉
、
北
村

５
　
そ
の
他

み
も
出
て
、
ひ
ど
く
な
る
と
水
は

う
が
で
き
、
顔
が
は
れ
あ
が

っ
て

し
ま
う
。
水
ほ
う
は
、
細
菌
感
染

を
避
け
る
た
め
に
、
破

っ
て
は
い

け
な
い
。
上
か
ら
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン

軟
膏
を
塗

っ
て
お
く
。
数
日
後
に

は
、
海
水
浴
の
強
度
の
日
焼
け
の

後
の
と
同
じ
よ
う
に
、
顔
の
皮
膚

が
む
け
て
き
て
、
ひ
ど
い
状
態
に

な

っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
ら
な
い

う
ち
に
、
下
山
後
す
ぐ
医
師
に
み

せ
る
ほ
う
が
よ
い
。

雪
焼
け
、
日
焼
け
の
予
防
は
、

つ
ば
の
広
い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
バ

ン
ダ
ナ
や
タ
オ
ル
で
顔
面
を
覆

い
、
肌
の
露
出
部
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
顔
面
に
は
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー

ム
を
塗
り
、
唇
に
も
日
焼
け
止
め

用
の
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
塗

つ
て

お
く
と
よ
い
。

▼
雪
　
盲

雪
の
あ
る
山
な
ら
、
季
節
に
関

係
な
く
雪
盲
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
。
雪
盲
は
、
日
光
の
直
接
の
紫

外
線
と
雪
面
か
ら
の
反
射
の
紫
外

線
に
目
が
刺
激
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
起
こ
る
も
の
で
あ
る
。
晴
れ
て

い
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

曇

っ
て
い
る
と
き
で
も
紫
外
線
は

思

っ
た
以
上
に
強
く
、
雪
盲
に
な

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
意
し
よ

つヽ
。雪
盲
の
症
状
と
し
て
は
、
日
中

に
長
時
間
紫
外
線
に
さ
ら
さ
れ
た

あ
と
で
暗

い
と
こ
ろ
に
入

っ
た
と

き
や
、
日
没
に
な
り
暗
く
な

っ
た

と
き
に
、
日
に
刺
す
よ
う
な
痛
み

が
起
き
る
。
ひ
ど
い
と
き
に
は
目

を
あ
け
て
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
激

痛
に
な

っ
た
り
、
目
が
真

っ
赤
に

充
血
し
て
、
見
え
な
く
な
る
こ
と

が
あ
る
。

雪
盲
の
手
当
て
は
、
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
袋
に
入
れ
た
雪
や
冷
水
で
日

を
直
接
冷
や
し
、
安
静
に
す
る
。

雪
盲
を
防
ぐ
に
は
、
サ
ン
グ
ラ

ス
を
使
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と

り
わ
け
眼
鏡
の
周
囲
を
覆

つ
て
あ

る
タ
イ
プ
の
も
の
は
、
雪
面
か
ら

の
反
射
光
が
日
に
入
る
こ
と
を
防

ぐ
効
果
が
大
き
い
。

▼
高
所
肺
水
腫

登
山
と
は
き
わ
め
て
縁
の
あ
る

言
葉
で
あ
る
。
何
し
ろ
登
山
で
、

外
傷
に
よ
る
死
を
除
い
た
急
死
の

■
２
年
間
も
自
粛
し
た
春
山
登
山

今
年
は
残
雪
が
多

い
と
聞
く
。
雪

崩
に
は
細
心
の
注
意
を
し
て
は
し

い
。
■
最
近
は
頻
繁
に
日
本
全
土
で
、

地
震
や
火
山
の
噴
火
が
あ
る
。
も

し
登
山
中
に
地
震
に
遭
遇
し
た
ら

ど
う
す
る
か
‥
…
。
し

つ
か
り
し

た
対
処
法
が
解
ら
な
い
。
喫
急
の

課
題
だ
ろ
う
―

■
高
橋
優
さ
ん
の
訃
報
を
聞
い
て

び

つ
く
り
し
た
。
７‐
歳
の
死
と
は

少
し
早
す
ぎ
る
。

彼
と
は
、
富
山

へ
一
緒
に
会
議

に
行

っ
た
り
、
講
習
会
の
テ
ン
ト

泊
な
ど
懐
か
し
い
。
以
前
か
ら
体

調
を
崩
し
て
い
た
が
、
温
厚
で
実

績
の
あ
る
彼
の
死
は
、
残
念
で
あ

り
寂
し
い
。
合
掌
。
　
　

　

（Ｎ
）

一
番
の
原
因
に
、
こ
の
高
所
肺
水

腫
が
挙
げ
ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
。

高
所
肺
水
腫
は
、
酸
素
の
不
足

が
原
因
で
起
こ
る
。
と
く
に
体
力

の
劣
る
年
配
者
よ
り
、
若
人
に
多

く
見
ら
れ
る
症
状
で
あ
る
。
そ
の

症
状
は
、
肺
の
中
で
何
ら
か
の
障

害
が
起
こ
り
、
肺
の
中
に
水
が
た

ま

っ
て
呼
吸
が
で
き
な
く
な
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
呼
吸
は
浅

く
、
速
く
、
ぜ
い
ぜ
い
と
音
を
た

て
て
息
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
唇

は
紫
色
に
な

っ
て
く
る
。
横
に
な

る
と
苦
し
い
の
で
、
座

っ
た
姿
勢

で
し
か
い
ら
れ
な
く
な
る
。
早
々

に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
で
下
山
さ

せ
、
病
院

へ
運
び
込
も
う
。

高
所
肺
水
腫
に
な
ら
な
い
た
め

に
は
、
登
山
す
る
前
に
は
体
調
を

整
え
て
寝
不
足
に
な
ら
な
い
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
そ
し
て

一
人
○

○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山

へ
登
る
と

き
は
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
、

身
体
を
高
度
に
慣
ら
す
よ
う
に
し

て
登

っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

▼
高

山

病

ず
き
ず
き
と
し
た
頭
痛
が
お
こ

り
、
な
ま
あ
く
び
が
出
る
よ
う
に

な
り
、
吐
き
気
や
お
う
吐
が
あ
る
。

身
体
は
だ
る
く
な
り
、
登
る
の
が

つ
ら
く
な

っ
て
く
る
。
低
い
所

へ

下
れ
ば
治

っ
て
し
ま
う
。

～ アジア最大のスポーツの祭典 ～

第20回 アジア競技大会
(2026/愛知 。名古屋)

日時 2026919(土 )～ 104(日 )
会 場 瑞穂公園陸上競技場 他
主 催 アジア・オリンピック評議会


